
税理士法人チェスター
東京本店代表　兼　審査部部長　社員税理士

  河合 厚
かわい　　　　あつし

国税出身で、国税庁個人課税課課長補佐（審理担当）、
税務大学校専門教育部主任教授、大阪国税不服審判所
審理部長、複数の税務署長を歴任。
令和 2 年チェスター審査部部長。
令和 4 年東京国際大学特任教授。

講師：

2025 年

令和７年度資産税改正と今後の方向性を読み解く！

木１ 　８
30

来場形式の他、ZOOMリアルタイム配信でのご受講も可能︕

１２

・財産評価基本通達6項（総則6項）の適用が否認された事例（仙台薬局事件）が
　もたらす実務家への影響とは？【令和6年8月28日東京高裁判決】
・暦年贈与と相続時精算課税贈与：ケースごとの有利・不利選択を再確認
・「ラップ口座」相続時に発生する所得税や国外転出時課税等への影響と問題点
・多様化する不動産小口化商品の特徴と所得税・相続税の課税関係
・講演後に全体質疑の時間を30分設けます（Zoomの方はテキストで質問内容を入力いただく形式となります）

資産税にかかわる実務家必見！

令和 7 年度の税制改正大綱や最近の判決事例の中から、資産税にかかわる
先生方が今後留意すべきトピックを取り上げて2時間でわかりやすく解説します。

講師には年間 3,000 件近い相続税申告実績を持つ税理士法人チェスターの
東京本店代表の河合厚氏をお迎えします。

2時間の講演後には30分の質問パートも設けますので、是非この機会をお見逃しなく！

１号館（401）

主な講演内容

1121
EFJ20241008

14：00 ～ 16：00（受付開始 13：30 ～）

後日動画提供は
ございません

※講演後に全体質疑時間を３０分設けます。

♦ZOOMで生受講も可。後日動画提供はございません♦

♦本セミナーの後日動画提供はございません♦

会計事務所の広場


